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突起 部 の 鱗粉 が 毛 や 未 展開 の 形 を と る が , 後者 で は 鱗粉 が 矯 小 化す る . Graphium 属 で は , Pathysa 亜 属 の 
eozzs 種 群 と され る グル ー プ (C. androcles を 除く ) が この 色素 突起 を 形成 し な い . また , Paranticopsis( マ 
ネ シ タ イマ イ ) 種 群 と され る グル ー プ は 色素 突起 を 形成 する . 色素 突起 は Graphium 属 の 最大 の 特異 形質 で 
ある こと が , 多く の 種 や 個体 を 調査 し て 理解 で きた . の eozs 種 群 は , Pazala 亜 属 の eurous( ア サク ラ ア ゲハ ) 
や 南米 の yes 属 等 と 同じ 形質 で あり , 属 の 近 縁 関係 を 再 検討 する 必要 も あろ う . 著者 は まだ Graphium 
属 の 全 種 や 近 縁 属 全 て を 調査 し て いな い が , ミク ョ の 形態 の 研究 は その 形質 が 普遍 的 で あり 安定 し て いる 
の で , 近 縁 種 問 の 関係 や 属 の 構築 等 , 鱗 次 目 の 系 統 的 な 研究 に , 検討 され る べき 重要 な 形質 で ある と 強調 し 
た い . 








12. 鱗 超 目 成 中 の 発音 と その 意義 に つい て 導 木 剛 

蜂 や 蝶 の 成虫 が 発音 する こと は よく 知ら れ て いる が , 全体 を まとめ た 論文 は ほとん ど な い . 特に 日 本 で は 
研究 され て お ら ず , 発音 現象 は 知ら れ て いて も , その 意義 は 不明 な こと も 多い . 

発音 する 蜂 ( 蝶 ) は , 発音 器 の 位置 や 構造 , 意義 も 様々 で , その 多様 性 は 紅 虫 類 の 中 で も 特筆 すべ きも の 
で ある . 

今回 , 今 ま で 発音 する こと が 知ら れ て いな か っ た 例 一 ウ ュ ン エ ダシ ャ ク の 発音 を 紹介 する . これ まで 観察 
例 は 2 例 し か な い が , この 峨 の 発音 は 威 蹴 音 な ど と は 明らか に 異な り , お そら さく 配偶 行動 だ ちろ うと 思う . ウ 
ュ コン エダ シャ ク は , 同属 の 2 種 と 同じ く , ず の 前 次 基 部 に 透明 な 刻 孔 を 有する . 刻 孔 に は 顕著 な ヤス リ 状 の 
し わが 認め られ , ここ が 発音 に 関与 す る こと は まち が いな い だ ろ う . し か し , どの よう に し て 音 を 出す か は 
まだ 特定 で きず , これ ら 今 後 早急 に 明らか に し た い . 

発音 器 ら し い 構 造 を も つも の は , 広く 存在 し , 今後 の 観察 が 必要 で ある . 

ヒト リモ ドキ ガ 科 は その うち の ひと つ で , 前 後 好 の 重なる 部 分 に , の \ と も に 発音 器 ら し い 構 造 か ある . 

エダ シャ ク 亜 科 の 多く の 種 や ., サ ビ イ ロコ ヤ ガ 属 な ど に も ゃ 発音 器 に 似 た 構造 か ある . これ ら は すでに 発音 
器 と し て 機能 し て いる の か も し れ な い が , まだ 発達 する 途上 に ある の か も し れ な い . 

賊 に は た いて い 発 達し た 耳 が あり , 音 を 聴く こと が で きる わけ で , 音 を 使っ た コミ ュ ニ ケー ショ ン が 発達 
する こと と は むし ろ 自 然 で ある . 賊 は ヒト に 見 えな い 時 ( 夜 ) に 発音 し , その 音 は 聴こえ な い ( 超 音 渡 ) こと 
が 多く , 観察 は 容易 で は な い . し か し 発音 する 種類 が どの くら いい る の か , その 生態, 特に 配偶 行動 は どの 
よう な も の か , 発音 器 は どの よう に 進化 し て きた の か , 鱗 次 類 の 発音 に 対す る 興味 は 尽き な い . 








13. ベニ ヒ カ ゲ の 染色 体 斎藤 和夫 ・ 熊 谷 義則 ・ 舘 山 一 郎 ・ 川 田 光政 

1988 年 に 飼育 し た ベニ ヒ カ ゲ 雄 の 染色 体 を 調べ た . 北海 道 ( 積 丹 , 塩谷 , 手稲 山 , 日 勝 峠 ) お よび 本 州 ( 山 
形 県 鳥海 山 , 長野 県 南牧 村 ) の 雄 は 染色 体 数 が ぁ ヵ , 19 で , 染色 体 数 の 産地 に よる ちがい は な いこ と と , 2, 
38 が 確 め られ た . 


14. 鱗粉 の 重なり 合い に よる 発色 吉田 昭 広 ・ 田 畑 洋 ・ 千 葉 秀幸 
蝶 の 北面 に は (少数 の 例外 を 除い て ) 2 種類 の 鱗粉 ・ カ バー スケ ー ル と ベー サル スケ ー ル (以下, それ ぞ 
れ 「 カ バー」「 ベ ペー サル 」 と 略称 する ) が 付着 し て いる .「 ベ ー サ ル 」 は , その 周り に 隣接 する 「 カ バー」 に 
よっ て 殆ど お お い 隠 され て いる . この よう な 「 カ バー」 と 「 ベ ペー サル 」 の 重なり 合い が , 次 の 色 ( 鱗 粉 の 色 ) 
に 影響 する 場合 の ある こと を , 幾つ か の 種 で 観察 し た . 

ナミ アゲ へ ハ の 後 閉 に は , 数 個 の 小さ な 青色 斑 が 見 られ る . この 部 位 で は 「 カ バー」 が 青色 を 呈し て いる . 
「 カ バー」 を 取り 除く と , 黒色 の 「 ベ ー サ ル 」 が 露出 され る . 「 カ バー」 を 交 か ら 抜 き 取 っ て 白い 紙 の 上 に 
置き , 自然 光 を 落 射 し て 観察 する と , 青色 で は な く , 透明 な いし ( 紙 と 同じ しく) 白色 に 見 える . 次 に , 黒い 
紙 の 上 に お いて 同様 の 照明 条件 で 観察 する と , 期 に 付着 し て いた と き と 同 様 , 青色 に 見 える . また , スラ イ 
ドグラ ス の 上 に 置い て ( 落 射 光 で は な く ) 透過 光 に よっ て 観察 する と , 赤 味 を 帯び た 色 に な る . これ ら の こ 
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と は , ナミ アゲ スム 後 次 に 見 られ る 青色 は ( 空 の 青色 と 同じ く )「 テ ィ ン ダ ル 現 象 」 の 一 種 で ある こと を 示唆 
し て いる . この 場合 , 甚 面 上 で 青く 見 える 「 カ バー」 は , 色素 は 含有 し な い が , 光 を 散乱 させ る よう な 内 部 
構造 を 持つ で あろ うと 推測 で きる . 同様 の 鱗粉 の 重なり 合い に よる 青色 の 発色 は , ギフ チョ ウ , ルリ タテ ハ , 
ヤマ トシ ジミ な ど で も 確認 で きた . 

更に , 鱗粉 の 重なり 合い に よ ょ っ て , 青色 と 黄色 が 混合 され て 緑色 を 呈し て いる 可能 性 の 高い チョ ウッ 存在 
する . 現在 , チョ ウッ の 次 に 見 られ る , 青色 ・ 黄 色 ・ 緑 色 等 の 発色 機構 に お いて , 鱗粉 の 重なり 合い が 如何 に 
関与 する か に つい て の 統一 的 な 理解 を 得る こと を 目的 と し て , 多数 の 種 に つい て 検討 中 で ある . 


15. アサ ギ マ ダ ラ の 訪 花 植物 と 雌 の 交尾 率 奥野 晴 三 ・ 竹 本 卓哉 (大 阪 の アサ ギ マ ダ ラ を し ら べ る 会 ) 
アサ ギ マ ダ ラ の 移動 調査 を 1983 年 か ら , 近畿 ・ 四 国 の 各地 で 行っ て いる . 成虫 の マー キン グ 調 査 の 際 に 
は , 性 別 ・ 鮮 度 ・ 時 刻 ・ 前 次 長 ・ 吸 蜜 植物 , 雌 に つい て は , 未 交尾 か 既 交 尾 か な ど を 記録 し た . 1989 年 まで 
に 得 ら れ た マー キン グ デ ー タ か ら 訪 花 植 物 と 雌 成 虫 の 交尾 率 と 若干 の 最近 の 知見 を 含め て 報告 する . 

1 . 訪 花 植物 は , 24 科 48 種 を 記録 し た . 科 別 で は , キク 科 が 多く , 種別 で は , アザ ミ sp・ ヒ ョ ドリ ズバ ナ 
属 ・ オ タカ ラコ ウ が 多かっ た . 

2. ヒ ョ ヨド リバ ナ 属 で は , 雄 : 雌 が 約 6 : 1 と 雄 の 訪 花 率 が 高かっ た . 訪 花 例 全 体 の 雄 : 雌 は , 2.5 : 1 
と 雄 が 多かっ た が , ヒヨドリ バナ 属 を 除く と ほぼ 1 : 1 と な っ た . 

3. アサ ギ マ ダ ラ は , 黄色 の 花 よ り 白 色 な いし うす 紫色 の 花 を 好む 傾向 に あっ た . 雌 に つい て は , 黄色 の 
訪 花 率 が 高かっ た . 

4 , 鮮度 に 対す る 雌 の 交尾 率 は , 鮮度 が お ちる ほど 高く な る が , ボロ の も の で も 半数 以上 が 未 交尾 で あっ 
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5. 5 月 一 11 月 の 月 別 の 雌 の 交尾 率 で は , 5 月 と 10 月 の 交尾 率 が 高かっ た . この 時 期 の も ゃ の は , 産卵 ・ 
移動 を 目的 と し て いる た め だ と 考え られ る . 9 月 の 交尾 率 が , 8.8% と 低かっ た . この 時 期 は , すべ て 1000 
m 級 の 山地 で 記録 し , 吸 密 ・ 成 就 を 目的 と し て いる た め だ と 考え られ る . 

6 . 季節 ・ 地 域 別 の 雌 の 交尾 率 を みる と , 春 ・ 秋 の 低地 , 沿岸 部 の 交尾 率 が 高かっ た . 逆 に , 1000 m 級 の 
山地 の 夏 か ら 秋 に か け て は 交尾 率 が 低かっ た . 

7 , 再 捕獲 まで に 2 日 以上 要 し た も の に つい て は , 再 捕獲 デー タ を と っ た . その 結果 , 1000 m 級 の 山地 で 
は , 少な く と も 20 日 1 ヶ月 の 間 , 標高 差 100 m 以 内 の 同一 地域 に 滞在 し て いる と 思わ れる . 


16. ハゴロモ ヤ ド リ ガ の 生態 その 2 松井 安 俊 ・ 松 井 英子 
前 年 に 続い て , 千葉 県 柏 市 , 手賀 沼 北西 の 台地 で , ベッ コウ ハゴロモ に つく ハゴロモ ヤ ド リ ガ Epilicania 
hagoromo KATo の 生活 史 と 習性 を 観察 し , 発生 期 , 化 性 , 寄生 過程 お よび 幼虫 の 形態 , 寄生 部 位 , 脱皮 な 
ど に つい て 知見 を 追加 した. 

1. 発生 期 と 化 性 

成虫 の 出現 は 7 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 お よび 8 月 中 旬 か ら 9 月 中 下旬 に み ら れ た . 各 ス テー ジ の 消長 を 3 
年 間 追 跡 し た 結果 か ら , 年 2 化 が 確認 され た . これ は , 井上 (1982) の 推定 を 裏付け る も る の で ある . 

2 . 寄生 過程 

寄主 成虫 を 微細 な 針 で と め , シャ ー レ の 中 に 魚 化 し つつ ある ヤ ド リ ガ の 卵 塊 と と も に 入れ , 寄主 に 接近 す 
る 財 化 直後 の 1 齢 幼虫 の 行動 を 観察 し た . 鐘 化 直後 か ら 発達 し た 胸 脚 を 活発 に 動か し て 素早 く 歩 行 し 接近 
し た 幼虫 が 体 を 反り 返ら せ て 寄主 に 反応 する の が 見 られ た が , 寄主 に 直接 と りつ く 行 動 を みる こと は で き 
な か っ た な た, 観察 開始 約 1 時 間 後 に 寄主 に と りつ いて いた ヤ ド リ ガ 幼 虫 の 位置 は , ① 胸 部 と 腹部 の 境界 の 節 間 
膜 腹 側 , ② 前 次 基 部 の 甚 脈 , に 大 別 さ れ た . ヤ ド リガ 舟 化 幼虫 へ の 寄主 に よる , 何 か の 誘引 作用 が 働く か 谷 
か は いま の と ころ は 不明 で ある が , 野外 で は た と え を 産卵 数 が 多く て も , 寄主 と の 遭遇 機会 は 著しく 希薄 と な 
ろう 5. 
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